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【
以
善
会
レ
ポ
ー
ト
】
第
十
六
弾 

『
慊
堂
諌
艸
』
註
釈
（
四
） 

＝
太
田
資
始
の
継
嗣
に
関
す
る
意
見
書
＝ 

中
山
正
清 

（
ｔ
）
養
子
を
取
る
と
子
が
で
き
る 

／
〇
扨 さ

て

又 ま
た

、
世
に
子
供
な
し
と
て
養
子
す 

れ
ば
後
に
は
必
す ず

子
供
出
来
申
候
。
常
に
申

順
じ
ゅ
ん

養
子

よ

う

し

１

４

９ 

と

申
も
う
す

は
皆
此

類
た
ぐ
い

に
御
坐
候
也
。
今
其
一
事
を
挙 あ

ぐ

れ
は ば

、
昔 

毛
利
中
納
言
輝
元
卿

１

５

０

、
今
は
防
長

１

５

１

二
国
主
に
候
へ
と ど

も
其 

節
は
中
国
に
て
十
个 か

国
を
領
せ
ら
る
ゝ
所
、
御
男
子
な
し
。 

時
に
太
閤

た
い
こ
う

様
１

５

２

の
御
台
所
松
丸

ま
つ
の
ま
る

殿
１

５

３

の
甥
子
に
金 き

ん

吾 ご

殿
１

５

４

（
割
註
：
杉
原
氏

１

５

５

）

 

と
申
在 あ

り
。
太
閤
様
御
子
分

１

５

６

に
な
さ
れ
輝
元
卿
へ
御 

養
子
に
被
遣

つ
か
わ
さ
れ

た
く
思
召
、
輝
元
の
叔
父
小
早
川
隆
景
卿

１

５

７ 

に
仰
せ
に
は
、
輝
元
に
子
な
し
、
い
か
ゝ が

す
る
と
御
意
あ
る 

時
、
隆
景
卿
名
あ
る
知
勇
の
人
な
れ
は ば

、
此
は
金
吾
殿 

を
養
子
に
被
下

く
だ
さ
る

と
な
り
、
左
す
れ
は ば

毛
利
家
の
血
統
絶
て 

杉
原
氏
に
な
る
事
残
念
な
れ
と
存
し じ

、
急
に
存
付

ぞ
ん
じ
つ
き

申 
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上
ら
る
ゝ
に
は
、
一
族
の
内 う

ち

某
と
申
も
の
後
に
は
参
議
秀 

元
卿

１

５

８

と
申
を
一
族
共
思
付
居
候
間
、
近 き

ん

日 じ
つ

之
内
養
子 

願

可

仕

積

つ
か
ま
つ
る
べ
き
つ
も
り

に
御
坐
候
と
申
し
て
国
許

く
に
も
と

に
急
に
使
者 

を
遣
し
、
右
之
通
取 と

り

極 き
め

願
出
さ
れ
た
り
（
割
註
：
な
れ
と ど

も
太
閤
の
思
召
を
背
か
れ

た
れ
は ば

始
終

し
じ
ゅ
う

１

５

９

本
家
の
た
め
悪
か
ら
ん
、
我
に
子
な
け
れ
は ば

我
国
を
す
て
ゝ
本
家

を
た
て
ん
と
、
太
閤
よ
り
拝
領
の
筑
前
全
国
を
も
て
金
吾
殿
を
養
子
に

願
ね
が
わ

れ
た
れ
は ば

即
す
な
わ
ち

願
之
通
仰
付
ら
れ
た
り
。
金
吾
殿
を
引
と
ら
れ
自
分
は
即
日
隠
居
し
て
父
元
就

も
と
な
り

卿
に
も
ら
わ
れ
た
る
備
後

祚
（
マ
マ
）

原
の
城

１

６

０

に
引
と
ら
る
。
昔
の
知
者
の
本
家
血
脈

を
重
ん
せ ぜ

ら
る
る
か
く
の
ご
と
し
）
。 

右
に
而 て

毛
利
家
連
綿
と
し
て
今
に
至
る
。
さ
て
秀
元
卿 

養
子
に
成 な

り

玉
ふ
（
割
註
：
此
は
輝
元
卿
の
父
方
の
甥
也
）
其
後
、
輝
元
に
余 あ

ま

多 た

御 

子
出
来
玉
ふ

１

６

１

。
其
一
人
は
御
家
督
の
秀
就

ひ
で
な
り

朝
臣

１

６

２

に
而 

御
坐
候
。
其
一
人
は
毛
利
日
向
守
就 な

り

隆 た
か

１

６

３

と

申
も
う
し

、
今
の
毛
利 

大
和
守
様

１

６

４

の
祖
と
な
ら
る
。
此
は
申
上
る
も
恐
れ

多
お
お
く

候
得 

と ど

も
御
朝
夕
を

調
と
と
の

へ
申
飯
尾
宇
八
郎

１

６

５

、
妻
を
娶 め

と

り
候 
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て
十
年
余
も
子
な
き
故 ゆ

え

、
何
某
の
子
を
養
ひ
候
所
、
夫 そ

れ 

よ
り
十
年
無
子
の
妻
か が

年
子
の
よ
う
に
産
出
し
今 

は
子
供
多
に
而
難
儀

な

ん

ぎ

仕
候
程
に
い
た
り
申
候
。
此
類
を 

御
覧
あ
る
へ べ

し
。
此
に
は
面
白
訳
合

わ
け
あ
い

１

６

６

御
坐
候
得
と ど

も
、

戯
た
わ
む
れ 

に
近
く
候
ま
ゝ
い
つ
そ
御
笑

お
わ
ら
い

草 ぐ
さ

に
可
申
上
候
ま
ゝ
、 

此
に
は
も
ら
し
不
申
上

も
う
し
あ
げ
ず

候
／ 

１
４
９
・
家
の
養
子
と
な
っ
た
も
の
が
、
養
家
先
の
弟
を
さ
ら
に
自
分
の
養
子
と

す
る
こ
と
。 

 

 
 

 
 

 

【
『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版 

第
七
巻
』

（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）
「
順
養
子
」
項
】 

１
５
０
・
毛
利
輝
元
（
天
文
二
十
二
年
〈
一
五
五
三
〉
～
寛
永
二
年
〈
一
六
二
五
〉
）
。

叔
父
の
吉
川
元
春
と
小
早
川
隆
景
の
補
佐
に
よ
り
中
国
地
方
東
部
に
勢
力
を
拡
大
。

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
備
中
高
松
城
で
羽
柴
秀
吉
と
対
戦
す
る
が
、
本
能
寺
の

変
後
は
秀
吉
に
属
し
、
同
十
七
年
に
広
島
城
を
築
城
。
同
十
九
年
に
中
国
筋
九
ヵ

国
百
二
十
万
石
を
与
え
ら
れ
る
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
関
ヶ
原
の
戦
い
で
西

軍
の
総
大
将
と
み
な
さ
れ
、
周
防
・
長
門
二
ヵ
国
に
減
封
さ
れ
た
。 

【
前
掲
『
戦
国
人
名
事
典
』
「
毛
利
輝
元
」
項
】 

 
 

・
輝
元
を
中
心
と
す
る
毛
利
氏
略
系
図
は
次
の
通
り
。 
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【
前
掲
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜 

巻
十
』
二
四
一
～
二
四
六
頁
】 

１
５
１
・
周
防
と
長
門
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
前
掲
『
広
辞
苑
』「
防
長
」
項
】 

１
５
２
・
豊
臣
秀
吉
の
称
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
前
掲
『
広
辞
苑
』「
太
閤
」
項
】 

１
５
３
・
松
ノ
丸
殿
（
？
～
寛
永
十
一
年
〈
一
六
三
四
〉
）
は
豊
臣
秀
吉
の
側
室
。 

京
極
高
吉
の
女
。
は
じ
め
若
狭
の
武
田
元
明
に
嫁
す
が
、
元
明
が
滅
ぼ
さ
れ
た

後
に
秀
吉
の
側
室
と
な
る
。
側
室
の
中
で
は
淀
殿
に
つ
ぐ
地
位
を
占
め
た
。 

【
前
掲
『
戦
国
人
名
事
典
』
「
松
ノ
丸
殿
」
項
】 

１
５
４
・
「
金
吾
」
は
衛
門
府
の
長
官
ま
た
は
次
官
。 

【
前
掲
『
旺
文
社
古
語
辞
典
』
「
金
吾
」
項
】 

・
こ
こ
で
は
中
納
言
と
左
衛
門
督
を
兼
ね
て
い
た
小
早
川
秀
秋
（
天
正
十
年

〈
一
五
八
二
〉
～
慶
長
七
年
〈
一
六
〇
二
〉
）
の
こ
と
。
豊
臣
秀
吉
の
正
室
北
政

所
の
兄
木
下
家
定
の
子
。
三
歳
の
時
に
秀
吉
の
養
子
と
な
る
が
、
文
禄
三
年
（
一

五
九
四
）
に
小
早
川
隆
景
の
養
子
と
な
る
。
筑
前
名
島
城
主
と
な
り
、
関
ヶ
原

の
戦
い
で
は
西
軍
を
裏
切
っ
て
東
軍
勝
利
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
戦
後
、

岡
山
城
主
と
な
る
が
、
慶
長
七
年
に
二
十
一
歳
で
死
去
。 

【
前
掲
『
戦
国
人
名
事
典
』
「
小
早
川
秀
秋
」
項
】 

 
 

・
『
諌
艸
』
が
小
早
川
秀
秋
を
「
松
丸
殿
の
甥
子
」
と
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
、
正

し
く
は
秀
吉
の
正
室
北
政
所
の
甥
。 

１
５
５
・
小
早
川
秀
秋
の
実
父
木
下
家
定
は
、
も
と
杉
原
氏
を
称
し
て
い
た
が
、
豊

臣
秀
吉
か
ら
木
下
姓
を
与
え
ら
れ
た
。
杉
原
氏
は
平
氏
の
子
孫
と
称
し
て
い
た
。 

 
 

 

「
杉
原
氏
に
な
る
事
」
は
「
平
氏
に
な
る
事
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。 

毛

利

小

早

川

穂

井

田

（

徳

山

藩

）

（

吉

川

広

正

室

）

（

萩

藩

）

（

長

府

藩

）

元

清

隆

景

秀

秋

秀

元

 

就

隆

 

秀

就

 

女

子

元

就

元

春

隆

元

輝

元

吉

川
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【
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜 

第
十
八
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
）

二
八
一
～
二
八
二
頁
】 

１
５
６
・
仮
に
子
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
。
義
子
。
【
前
掲
『
広
辞
苑
』
「
子
分
」
項
】 

１
５
７
・
小
早
川
隆
景
（
天
文
二
年
〈
一
五
三
三
〉
～
慶
長
二
年
〈
一
五
九
七
〉
）
は 

毛
利
元
就

の

三
男

で
小
早
川
氏

の
養
子

と

な
る
。
兄

の
吉
川

元
春
と
と
も

に

「
毛
利
両
川
」
と
称
さ
れ
、
父
の
元
就
、
甥
の
輝
元
を
助
け
て
中
国
・
四
国
・

九
州
に
勢
力
を
拡
大
す
る
の
に
力
が
あ
っ
た
。
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
、
秀

吉
か
ら
筑
前
・
筑
後
な
ど
を
与
え
ら
れ
る
。
実
子
が
な
く
秀
吉
の
外
甥
秀
秋
を

養
子
と
し
た
。 

 
 

 
 

【
前
掲
『
戦

国
人
名
事
典
』
「
小
早
川
隆

景
」
項
】 

１
５
８
・
毛
利
秀
元
（
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
～
慶
安
三
年
〈
一
六
五
〇
〉
）
の
実
父

は
、
毛
利
元
就
の
四
男
穂
井
田
元
清
。
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
に
主
家
輝
元

の
養
子
と
な
り
、
文
禄
・
慶
長
の
朝
鮮
出
兵
で
は
輝
元
に
代
わ
り
指
揮
を
執
る
。

文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
、
輝
元
に
実
子
秀
就
が
生
ま
れ
る
と
別
家
を
立
て
、
関
ヶ

原
の
戦
い
後
は
長
府
藩
（
三
万
六
千
石
）
藩
主
と
な
る
。 

【
前
掲
『
戦
国
人
名
事
典
』
「
毛
利
秀
元
」
項
】 

１
５
９
・
結
局
。
つ
い
に
は
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
前
掲
『
広
辞
苑
』「
始
終
」
項
】 

１
６
０
・
小
早
川
隆
景
が
居
城
と
し
た
三
原
城
の
こ
と
か
。
隆
景
は
永
禄
十
年
（
一

五
六
七
）
に
三
原
城
を
築
城
。
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
に
筑
前
・
筑
後
に

移
封
と
な
り
名
島
城
を
居
城
と
す
る
が
、
家
督
を
養
子
の
秀
秋
に
譲
っ
た
文
禄

四
年
（
一
五
九
五
）
、
三
原
城
を
隠
居
城
と
し
た
。 

【
三
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
小
早
川
隆
景
・
三
原
城
関
連
年
表
」
】 

１
６
１
・
輝
元
の
実
子
は
、
秀
就
、
吉
川
広
正
室
と
な
っ
た
女
子
、
徳
山
藩
初
代

藩
主
の
就
隆
の
三
人
。 

【
前
掲
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜 

第
十
巻
』
二
四
二
～
二
四
六
頁
】 

１
６
２

・
毛
利
秀
就
（
文
禄
四
年
〈
一
五
九
五
〉
～
慶
安
四
年
〈
一
一
〉
）
は
、
慶

長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
、
関
ヶ
原
の
戦
い
後
に
父
輝
元
か
ら
家
督
を
継
ぎ
、
初

代
萩
藩
主
と
な
る
。 

 
 

 

【
前
掲
『
戦
国
人
名
事
典
』
「
毛
利
秀
就
」
項
】 

１
６
３
・
毛
利
就
隆
（
慶
長
七
年
〈
一
六
〇
二
〉
～
延
宝
七
年
〈
一
六
七
九
〉
）
。
毛
利

輝
元
の
二
男
。
寛
永
十
一
年
に
周
防
国
都
濃
郡
な
ど
に
四
万
五
千
石
を
与
え
ら
れ
、
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徳
山
藩
初
代
藩
主
と
な
る
。 

【
前
掲
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜 

第
十
巻
』
二
六
〇
頁
】 

１
６
４
・
毛
利
広
鎮
（
安
永
六
年
〈
一
七
七
七
〉
～
慶
応
元
年
〈
一
八
六
五
〉
）
。
寛
政

九
年
徳
山
藩
主
の
家
督
を
相
続
、
従
五
位
下
大
和
守
に
任
じ
ら
れ
る
。
の
ち
改
め
て
日

向
守
。 

 

【
前
掲
『
三
百
藩
藩
主
人
名
事
典 

第
四
巻
】「
徳
山
藩
・
毛
利
広
鎮
」
項
】 

１
６
５
・
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
『
遠
江
国
掛
川
分
限
帳
』
に
「
三
拾
俵
三
人
扶

持 

料
理
人
改
元
勝
手
目
附
衆 

飯
尾
宇
八
郎
」
と
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
『
遠
江
国
掛
川
分
限
帳
』
（
掛
川
市
立
中
央
図
書
館
・

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
掛
川
地
方
史
研
究
会
）
四
頁
】 

１
６
６
・
理
由
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
前
掲
『
広
辞
苑
』
「
訳
合
い
」
項
】 

 

（
ｕ

）
実
子
が
で
き
れ
ば
順
養
子
に 

／
〇
扨 さ

て

前
に
も
申
上
候
、
御
家
来 

よ
り
御
百
姓
迠 ま

で

道
灌
様
以
来
の
御
血
脈
御
他
姓
に 

な
り
候
を

奉

傷

い
た
み
た
て
ま
つ
り

候
本
心
底
意

１

６

６

を
汲 く

み

取 と

ら
せ
ら
れ
、
御
血 

脈
の
御
養
子
被
遊
た
ら
は ば

、
御
家
来
百
姓
と ど

も
の

歓
よ
ろ
こ
び

は 

申
に
不
及

お
よ
ば
ず

三
十
余
代
の
御
尊
霊
様
に
も
御
憑
依

ひ
ょ
う
い

の 

所
な
く
、
御
祭
り
に
と
ほ ぼ

し
か
り
し
か が

尚
又 

御
先
代
様
迠
通
り
に
な
ら
せ
ら
る
ゝ
を
御
満 ま

ん

悦 え
つ

被
遊
、 

御
前
様
此
御
徳
義

冥
み
ょ
う

理 り

１

６

７

に
か
な
ひ
、
自
然
と
御
子
様 

も
余 あ

ま

多 た

御
誕
生
あ
ら
せ
ら
れ

１

６

８

、 
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御
奥
様
に
も
御
快
復
、
且
申
上
候
も

恐

多

お
そ
れ
お
お
く

奉
存
候
得 

と ど

も
、 

御
前
様
に
も
我
等
養
子
故
と
御
心
に
常
に
御
ひ 引

け 

被 あ
ら

為
在

せ

ら

れ

、 

奥
方
様
に
も
殿
様
に
は
御
養
子
な
り
、
身 み

は
御
血
統 

の
御
事
と
思
召
候
得
は ば

、
自
然
と
御
我
儘

わ
が
ま
ま

の
御
心
も 

い
ら
せ
ら
れ
候
所
、
此
度

こ
の
た
び 

御
前
様
御
血
脈
を
御
養
子
、
御
家
督
は
其
御
方

お

か

た

と
御 

取 と
り

極 き
め

御
坐
候
得
は ば

、 

奥
方

お
く
が
た

様
は 

御
前
様
の
御
家
に
御
嫁
入

よ
め
い
り

被
遊
候
同
様
之
事
、
且
は 

御
前
様
右
様
に
御
義
理
を
被
為
立

た

た

せ

ら

れ

候
に
自
然
と
御 

感
心
被
遊

あ
そ
ば
さ
れ

、
御
癇
症
も
御
平

愈
（
マ
マ
）

あ
ら
せ
ら
る
ゝ
筈 は

ず

に
御 

坐
候
。
个 か

様 よ
う

御
坐
候
得
は ば

、 

御
前
様
に
常
に
我
等
養
子
故 ゆ

え

と
御
引
け
の
心
被
為 
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入
候
而 て

、 

奥
方
様
に
も
御
遠
慮
被
遊
、
御
役
人
共
へ
も
御
心
置

こ
こ
ろ
お
き

１

６

９

御 

坐
候
も
、
雲

開
ひ
ら
き

て
月
さ
へ
わ
た
る
よ
う
に
一
時
に
さ
ら
り
と 

御
快
然
、
御
心
暢
々

の
び
の
び
と

可
被
遊
、
第
一
に
は 

方
叟

ほ
う
そ
う

様
は
張
あ
て
た
、
太
田
様
は
何
や
ら
ん
な
と ど

世
上 

に
申

誚
そ
し
り

も
き 消

へ
、 

御
前
様
廿
四
歳
に
て
重
き
御
役

１

７

０

も
被
為
仰
蒙

お
お
せ
こ
う
む
り
な
さ
れ

候 

御
厚
運
之
所
、
右
様
之
御
美
事

び

じ

御
坐
候
得
は ば

、
前
に
も 

申
上

も
う
し
あ
げ

候 

上
様
御
寵
遇

益
ま
す
ま
す

深
可
思
召
、
左
す
れ
は ば

御
昇
進
も 

別
而

べ
っ
し
て

１

７

１

御
早
被
為
在

あ

ら

せ

ら

れ

候
事
、
当
然
之
御
儀
と
奉
存
、
御 

養
実
共
に
被
対

た
い
せ
ら
る

御
義
理

１

７

２

も
御
孝
道
も
十
分
相
立
申 

候
。
扨 さ

て

以
後 

奥
様
に
若
様
御
誕
生
、
御
妾
腹

し
ょ
う
ふ
く

に
も
御
出
生
被
為 

在
候
は
ゝ ば

、
御
嫡
子
は
御
順
養
子
な
り
と
も

１

７

３

、
御 
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庶
子
は
御
里

お

さ

と

様 さ
ま

御
本
末
へ
御
養
子
な
り
と
も
思
召 

次
第
、
御
物
入
ら
れ

１

７

４

可
被
進
候
。
此
御
事
に
付
猶 な

お

此
上
に
申 

上
候
事
も
多
少
御
坐
候
得
と ど

も
余
り
に
長
言

な
が
ご
と

に
相
成 

候
間
、
先 ま

ず

此
段
迠 ま

で

申
上
候
。
御
覧
之
上
猶
又
御
不
審 

等
も
被
為
在
候
は
ゝ ば

、
一
々
御
糾
明
可
被
遊
候
。
右
に
付 

私
申
上
候
儀
、
不
届

ふ
と
ど
き

と
思
召
候
は
ゝ ば

奈
何
様
に
も
可
被 

仰
付
、
私
申
上
候
儀
に
付

聊
い
さ
さ
か
で

も
道
理
に
背
す
事
御
坐 

候
か
、
虚
偽
不
実
御
坐
候
は
ゝ ば

、
天
神

て
ん
じ
ん

地
祇

ち

ぎ

１

７

５

・
御
家 

三
十
余
代
之
御
尊
霊
様
目
前
に
御
冥
罰

み
ょ
う
ば
つ

１

７

６

可
被 

遊
候
事
と
可
思
召

お
ぼ
し
め
す
べ
く

候
。
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

臣
復 ふ

く

１

７

７

恐
惶

き
ょ
う
こ
う

１

７

８

昧
死

ま

い

し

１

７

９

言 

上
御
直
覧

じ
き
ら
ん

１

８

０ 

１
６
６
・
心
の
中
に
も
っ
て
い
る
考
え
。
心
底
。 

【
前
掲
『
角
川
漢
和
中
辞
典
』
「
底
意
」
項
】 

１
６
７
・
隠
さ
れ
て
い
る
道
理
。 

 
 

 

【
『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版 

第
十
二
巻
』
（
小
学
館
、 

二
〇
〇
一
年
）
「
冥
理
」
項
】 

１
６
８
・
『
慊
堂
諫
艸
』
の
翌
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
、
資
始
に
は
男
子
（
丈
三
郎
）
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が
生
ま
れ
る
が
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
九
月
二
十
八
日
に
死
去
し
て
い
る
。

法
号
は
大
法
院
東
流
日
漸
。 

 

【
前
掲
『
系
図
纂
要
』
「
清
和
源
氏 

廿
二
」
】 

・
『
御
年
回
六
十
之
図
』
に
は
資
始
（
栄
隆
公
）
の
次
男
と
し
て
「
大
法
君 

天
保

四
年
九
月
廿
八
日
」
と
あ
る
。
前
掲
『
系
図
纂
要
』
に
よ
れ
ば
、
文
政
十
年
生
ま

れ
の
資
功
よ
り
も
早
く
生
ま
れ
て
い
る
の
に
次
男
と
さ
れ
た
の
は
、
丈
三
郎
の
出

生
を
幕
府
に
届
け
る
の
が
、
資
功
よ
り
も
後
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 

【
前
掲
『
御
年
回
六
十
之
図
』
】 

・
丈
三
郎
誕
生
の
後
、
文
政
十
年
に
は
資
始
と
正
室
條
の
間
に
掛
川
藩
主
を
継

ぐ
資
功
が
生
ま
れ
、
條
の
死
後
も
資
始
に
は
何
人
も
の
子
が
生
ま
れ
た
。
他
の

大
名
家
の
養
子
と
な
っ
た
息
子
に
上
野
舘
林
藩
（
六
万
石
）
藩
主
と
な
る
秋
元

礼
朝
（
一
八
四
八
～
八
三
）
、
日
向
延
岡
藩
（
七
万
石
）
藩
主
と
な
る
内
藤
政
挙

（
一
八
五
二
～
一
九
二
七
）
が
い
て
、
大
名
の
正
室
と
な
っ
た
娘
に
は
信
濃
上

田
藩
主
松
平
忠
礼
室
の
宝
、
越
後
長
岡
藩
主
牧
野
忠
恭
室
の
籌
君
、
陸
奥
相
馬

藩
主
相
馬
充
胤
室
、
上
総
久
留
里
藩
主
黒
田
直
和
室
の
短
子
ら
が
い
る
。 

 
 

【
『
三
百
藩
藩
主
人
名
事
典 

第
一
巻
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
六
年
）

「
舘
林
藩
・
秋
元
礼
朝
」
項
】 

【
『
三
百
藩
藩
主
人
名
事
典 

第
四
巻
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
六
年
）

「
延
岡
藩
・
内
藤
政
挙
」
項
】 

【
歴
史
読
本
編
集
部
編
『
カ
メ
ラ
が
撮
ら
え
た 

幕
末
三
〇
〇
藩 

藩
主
と
お
姫
様
』

（
新
人
物
文
庫
、
二
〇
一
五
年
）
二
二
三
～
二
二
七
頁
】 

 
 

 

【
『
三
百
藩
藩
主
人
名
事
典 

第
三
巻
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
七
年
）

「
長
岡
藩
・
牧
野
忠
恭
」
項
】 

【
前
掲
『
三
百
藩
藩
主
人
名
事
典 

第
一
巻
』
「
相
馬
藩
・
相
馬
充
胤
」
項
】 

【
前
掲
『
三
百
藩
藩
主
人
名
事
典 

第
一
巻
』
「
久
留
里
藩
・
黒
田
直
和
」
項
】 

１
６
９
・
心
づ
か
い
。
遠
慮
。 

 
 

【
前
掲
『
旺
文
社
古
語
辞
典
』
「
心
置
き
」
項
】 

１
７
０
・
そ
れ
ま
で
奏
者
番
だ
っ
た
資
始
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
、
二
十
五
歳
の
と

き
寺
社
奉
行
を
兼
ね
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
『
家
譜
』
巻
之
五
】 

・
奏
者
番
は
、
年
始
・
五
節
句
な
ど
で
大
名
・
旗
本
が
将
軍
に
謁
見
す
る
際
、

姓
名
や
進
物
の
披
露
ま
た
は
将
軍
か
ら
の
下
賜
物
を
伝
達
す
る
職
。
譜
代
大
名
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の
中
か
ら
選
ば
れ
、
老
中
な
ど
へ
の
昇
進
コ
ー
ス
の
出
発
点
と
な
っ
た
。 

【
前
掲
『
新
版
角
川
日
本
史
辞
典
』
「
奏
者
番
」
項
】 

１
７
１
・
と
り
わ
け
、
格
別
。 

 
 

【
前
掲
『
旺
文
社
古
語
辞
典
』
「
別
し
て
」
項
】 

１
７
２
・
（
儒
教
で
説
く
）
人
の
ふ
み
行
う
べ
き
正
し
い
道
。 

【
前
掲
『
広
辞
苑
』
「
義
理
」
項
】 

１
７
３
・
資
始
に
実
子
が
で
き
、
太
田
家
分
家
か
ら
迎
え
る
養
子
の
順
養
子
と
す
れ
ば
、 

道
灌
の
男
系
血
脈
を
つ
な
げ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。『
慊
堂
日
暦
』
文
政
八
年
二

月
十
六
日
条
に
は
、『
慊
堂
諌
艸
』
を
読
ん
だ
資
始
か
ら
こ
の
点
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
記
事
が
あ
る
。 

 

君
に
謁
し
、
前
議
を
か
さ
ぬ
。
君
は
云
う
、
卿
議
中
の
擬
す
る
と
こ
ろ
の
教

旨
に
、
他
日
夫
人
が
生
む
と
こ
ろ
の
子
を
以
て
養
子
の
嗣
と
な
す
の
語
あ
り
。

こ
れ
す
な
わ
ち
終
に
我
が
子
を
以
て
嗣
と
な
す
な
り
。
こ
の
一
語
を
刪
れ
ば

如
何
と
。
復
は
曰
く
、
こ
れ
ま
す
ま
す
以
て
君
徳
を
見
る
な
り
。
君
の
宗
支
、

国
を
お
さ
め
家
を
お
さ
む
る
者
、
お
お
む
ね
他
姓
を
以
て
継
嗣
と
な
す
。
君

が
そ
の
生
む
と
こ
ろ
を
し
て
こ
れ
を
嗣
が
し
め
ば
、
す
な
わ
ち
君
の
所
出
、

何
ぞ
帰
す
る
こ
と
な
き
を
患
え
ん
や
と
。
再
拝
し
て
出
ず
。
（
後
略
） 

 「
君
の
宗
支
」
以
下
の
文
に
つ
い
て
み
る
と
、「
宗
支
」
は
「
分
家
、
一
族
」
の

意
味
。
堀
田
家
は
嫡
流
も
支
流
も
、
国
や
家
を
治
め
て
い
る
者
は
お
お
む
ね
他
姓

の
も
の
を
跡
継
ぎ
と
し
て
い
る
。
資
始
の
男
子
に
（
堀
田
家
の
分
家
）
を
継
が
せ

れ
ば
、
資
始
の
男
子
の
行
き
先
に
悩
む
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
、
と
い
っ
た
意
味

に
な
る
。 

こ
こ
で
は
正
室
が
産
む
嫡
子
、
側
室
が
産
む
庶
子
の
区
別
は
し
て
い
な
い
。
と

す
れ
ば
、「

御
嫡
子
は
御
順
養
子
な
り
と
も
」
の
個
所
は
、
こ
の
段
階
で
削
除
し
、

資
始
に
男
子
が
で
き
れ
ば
嫡
子
、
庶
子
を
問
わ
ず
堀
田
家
の
養
子
に
す
る
と
変
更

し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

堀
田
家
で
他
姓
か
ら
の
養
子
が
当
主
と
な
っ
た
の
は
、
文
政
八
年
以
前
に
は
、

佐
野
（
堅
田
）
藩
主
で
若
年
寄
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
編
纂
の
総
裁
を
務
め
た
正 

（
仙
台
藩
主
伊
達
宗
村
の
八
男
）
ぐ
ら
い
。「
お
お
む
ね
他
姓
を
以
て
継
嗣
と
な
す
」
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と
い
う
の
誇
張
し
た
表
現
で
あ
る
。 

【
前
掲
『
慊
堂
日
暦 

１
』
文
政
八
年
二
月
十
六
日
条
】 

【
諸
橋
徹
次
著
『
大
漢
和
辞
典 

巻
三
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
五
六
年
）

「
宗
支
」
項
】 

【
前
掲
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜 

第
十
一
』
九
頁
】 

・
な
お
、
前
掲
の
鈴
木
瑞
枝
著
『
松
崎
慊
堂
』
も
正
室
と
の
間
に
男
子
が
で
き
た

場
合
に
順
養
子
と
す
る
と
い
う
記
述
の
矛
盾
を
指
摘
し
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。 

 

そ
う
す
る
と
資
始
の
子
は
太
田
資
言
の
娘
条
の
血
を
半
分
継
い
で
い
る
の

で
、
そ
れ
で
太
田
家
の
血
統
は
維
持
出
来
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
慊

堂
自
身
も
そ
う
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
ど
う
も
よ
く
分
か
ら
な
い
の
だ

が
、
あ
る
い
は
そ
の
当
時
に
あ
っ
て
家
臣
と
し
て
は
、
こ
の
程
度
の
こ
と

を
上
申
す
る
の
が
、
精
一
ぱ
い
の
抵
抗
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ

れ
と
も
あ
ま
り
先
の
こ
と
は
、
そ
の
時
そ
の
時
考
え
れ
ば
よ
い
、
と
り
あ

え
ず
今
は…

と
し
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。 

【
前
掲
『
松
崎
慊
堂
』
一
三
三
頁
】 

１
７
４
・
も
の
ご
と
を
達
す
る
。 

 
 

 
 

【
前
掲
『
旺
文
社
古
語
辞
典
』
「
入
る
」
項
】 

１
７
５
・
天
つ
神
と
国
つ
神
。
す
べ
て
の
神
々
。 

【
前
掲
『
広
辞
苑
』
「
天
神
地
祇
」
項
】 

１
７
６
・
神
仏
が
人
知
れ
ず
く
だ
す
罰
。 

 
 

 
 

 
 

【
前
掲
『
広
辞
苑
』
「
冥
罰
」
項
】 

１
７
７
・
復
は
慊
堂
の
実
名
。
註
１
参
照
。 

１
７
８
・
お
そ
れ
か
し
こ
む
こ
と
。 

 

【
前
掲
『
角
川
漢
和
中
辞
典
』
「
恐
惶
」
項
】 

１
７
９
・
上
書
文
な
ど
に
用
い
る
こ
と
ば
。
死
を
冒
す
と
い
う
意
で
、
自
分
の
考

え
が
誤
り
で
あ
る
な
ら
、
死
を
も
っ
て
お
わ
び
す
る
と
い
う
こ
と
。 

【
前
掲
『
角
川
漢
和
中
辞
典
』
「
昧
死
」
項
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
８
０
・
親
し
く
御
覧
に
な
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
前
掲
『
広
辞
苑
』
「
直
覧
」
項
】 

 

（
ｖ

）
養
子
を
取
る
申
入
書
の
文
案 
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別
紙 

 

本
書
申
上
候
主
意
御
納
得
被
遊
候
は
ゝ ば

、
早
速
御 

 

決
断
被
遊
、
外
記

げ

き

１

８

１

へ
御
相
談
及
両
地
御
年
寄
一
統
へ 

 

御
書
を
以
可
被
仰

喩
（
マ
マ
）

候
。
其
御
案
文
愚
意
如 

 

左 

吾 わ
れ

等 ら

事
御
先
代
様
思
召
に
而
仮
養
子
に
被
成
候 

所
、
意
外
之
御
大
変
に
而
不
料

ふ
り
ょ
う

１

８

２

に
も
婿
養
子
に
相
成 

候
。
実
は
御
家
に
御
先
祖
様
、
右
様
之
御
手
当

て

あ

て

と 

し
て
末
家
被
立
置

た

て

お

か

れ

候
内
蔵
頭
家
に
御
血
脈
有
之
所
、 

当
時
吾
等
幼
年
に
付
何
之

弁
わ
き
ま

へ
も
無
之
他
姓
を
以
て 

御
家
を
継
候
事
、
近 ち

か

比 ご
ろ

不
安
之
事
と
存
候
間
、
内
蔵 

頭
子
共

こ

と

も

之
内
相
応
之
者
一
人
見
立
候
而
吾
等
養
子
に 

い
た
し
、
御
先
祖
之
血
脈
に
返
し
度 た

く

と
存
候
也
。
其
方
達 

奈
何
存
候
哉 や

。
両
地
能
々
打
合
無
遠
慮

可

申

聞

も
う
し
き
か
す
べ
し

。
も
し 

義
理
之
当
然
と
存
候
は
ゝ ば

、
吾
等
存
意
を
相
達
候
様 

可
致
候
。
近
日
尚
又
心
掛 が

か

り
等
も
有
之
候
間
、
急
度

き

っ

と

申
聞 
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候
也
。
勿
論

も
ち
ろ
ん

養
子
致
候
上
、
吾
等
子
共
奥
方
に
出
来
候 

上
は
じ
ゆ
ん

順

養
子
な
り
と
も
、
妾
腹
に
有
之
候
は
ゝ ば

里 

方
本
末
も
余
多
有
之
候
間
、
養
子
に
遣 や

り

候
而
も

不

苦

所

く
る
し
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ 

へ
遣
く
れ
候
様
可
致

い
た
す
べ
く

候
。
此
段
急
度
申
入
候
。
以
上 

 

文
政

乙
き
の
と

酉 と
り 

 
 

 

二
月 

日 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
名

み

な 

 
 

 
 

 

太
田
外
記

げ

き

殿 

 
 

 
 

 

四
宮

し
の
み
や

与
左
（
カ
）
衛
門
殿

１

８

３ 

 
 

 
 

 

若
林
左 さ

忠
ち
ゅ
う

殿
１

８

４ 

 
 

 
 

 

甲
賀
杢 も

く

助 す
け

殿
１

８

５ 

 
 

 
 

 

福
島
幸
内

こ
う
な
い

殿
１

８

６ 

 
 

 
 

 

河
野
加
右

か

う

衛
門

え

も

ん

殿
１

８

７ 

１
８
１
・
『
松
崎
慊
堂
』
は
、
太
田
相
君
に
つ
い
て
「
江
戸
詰
め
の
年
寄
太
田
彦
六
と
思

わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

【
前
掲
『
松
崎
慊
堂
』
一
三
五
頁
】 

・
太
田
資
永
（
？
～
天
保
五
年
〈
一
八
三
四
〉
）
。
藩
主
太
田
家
の
分
家
筋
に
当

た
る
。
彦
六
・
隼
人
・
外
記
・
資
深
と
も
い
う
。
文
化
十
年
の
父
の
逝
去
に
よ
り

跡
式
千
石
を
相
続
。
文
政
四
年
に
城
代
、
同
五
年
に
病
気
の
た
め
引
き
籠
っ
た
が
、

月
番
と
し
て
登
城
し
た
。
同
十
一
年
に
藩
主
太
田
家
の
先
祖
源
頼
政
の
六
百
五
十
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年
忌
に
藩
主
資
始
の
名
代
を
勤
め
た
。
同
年
に
二
百
石
を
加
増
さ
れ
る
。
天
保
二

年
、
資
深
を
資
永
と
改
め
る
。
同
五
年
、
病
気
の
た
め
隠
居
し
、
如
々
斎
と
名
乗

り
、
同
年
死
去
。 

【
前
掲
『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典 

第
四
巻
』
「
掛
川
藩
・
太
田
資
永
」
項
】 

・
慊
堂
は
『
諌
艸
』
を
奏
上
す
る
前
、
太
田
外
記
ら
藩
の
重
役
と
し
ば
し
ば
連
絡

を
取
っ
て
い
る
。『
慊
堂
日
暦
』
か
ら
、
外
記
を
は
じ
め
と
す
る
重
役
と
会
っ
た
記

事
と
『
諌
艸
』
に
関
係
す
る
記
事
を
拾
え
ば
、
以
下
の
通
り
。 

 

 

文
政
七
年 

 
 

一
月
十
三
日
：
中
邸
を
訪
い
、
井
斎
と
太
田
相
君
を
訪
う
。 

 
 

一
月
十
六
日
：
朝
、
若
林
大
夫
を
訪
う
。 

 
 

四
月
五
日 

：
朝
、
太
田
大
夫
に
赴
く
。
午
に
帰
る
。 

 
 

四
月
十
二
日
：
帰
路
に
太
田
相
君
を
よ
ぎ
っ
て
一
書
を
投
じ
て
辞
去
す
。 

四
月
二
十
九
日

：
太
田
国
老
を
よ
ぎ
る
。
不
在
。
そ
の
児
子
に
面
す
。 

 

十
一
月
十
三
日
：
晩
、
橋
爪
参
政
の
招
に
赴
く
。
酔
中
に
事
を
論
じ
、

意
向
あ
わ
ず
し
て
去
る
。 

十
二
月
十
一
日
：
橋
爪
参
政
帰
る
。
和
田
叔
侯
と
こ
れ
を
川
崎
駅
に
送

る
。
岡
生
拱
は
従
行
す
。
参
政
と
心
事
の
決
を
語
っ
て
別
る
。(
略)

 

橋
君
を
送
る
詩 

寒
冱
に
氷
月
は
厳
た
り
、
荒
江
の
六
合
の
ほ
と
り
。
相
知
る
二
十
年

の
意
、
と
も
に
四
朝
に
仕
う
る
の
心
。
旧
伐
は
君
い
よ
い
よ
高
く
、

孤
臣
は
感
独
り
深
し
。
河
梁
に
遠
く
攀
じ
て
別
る
れ
ば
、
白
首
は
知

音
少
し
。 

十
二
月
二
十
二
日
：
密
啓
を
以
て
太
田
相
君
に
赴
く
。 

十
二
月
二
十
三
日
：
相
君
が
橋
爪
氏
に
与
う
る
書
に
致
す
所
の
強
弁
は
驚

く
べ
し
。 

十
二
月
二
十
六
日
：
相
君
の
子
の
隼
人
来
り
、
相
君
が
橋
君
に
答
う
る
書

を
示
す
。
余
は
橋
君
を
弁
ず
る
書
を
呈
す
。 

文
政
八
年 

一
月
十
四
日
：
夜
、
密
劄
を
浄
書
し
、
丑
刻
に
始
め
て
お
わ
る
。
雪
な
お 
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歇
ま
ず
。
且
つ
ふ
り
且
つ
消
え
、
積
る
こ
と
五
寸
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
老

人
の
学
ぶ
こ
と
か
く
の
如
し
。
笑
う
べ
し
。 

一
月
十
八
日
：
密
疏
を
大
夫
に
書
し
て
呈
す
。 

一
月
二
十
日
：
二
十
日
に
相
君
よ
り
書
あ
り
。
こ
れ
に
赴
き
、
前
事
を
お

さ
む
。 

一
月
二
十
九
日
：
一
書
を
相
君
に
投
じ
、
子
の
舎
に
還
る
。 

二
月
六
日
：
今
君
は
紀
姓
を
以
て
入
っ
て
こ
れ
を
継
ぐ
。
初
め
余
は
白
事

を
列
ね
ん
と
欲
し
て
、
因
淳
し
て
達
せ
ず
。
こ
の
夜
、
閑
を
乞
う
て
進
説

す
。
君
は
霽
容
引
納
す
。
そ
の
喜
び
は
見
る
べ
き
な
り
。 

二
月
七
日
：
昨
夜
の
事
を
以
て
如
斎
相
君
に
赴
い
て
告
ぐ
。
且
つ
二
子
の

書
を
返
す
。 

【
前
掲
『
慊
堂
諌
艸 

１
』
】 

 

・
文
政
八
年
一
月
十
四
日
に
「

密
劄
を
浄
書
し
」
が
、
慊
堂
が
諌
艸
を
記
し
た
記

事
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
前
か
ら
慊
堂
は
太
田
相
君
（
外
記
）
、
若
林
大
夫
、
橋
爪
参

政
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
若
林
大
夫
に
つ
い
て
は
註
１
８

３
参
照
。 

橋
爪
参
政
は
、
「
『
文
政
七
年
武
鑑
』
に
出
て
い
る
用
人
橋
爪
弥
右
衛
門
の
こ
と

と
思
わ
れ
る
」（
前
掲
『
松
崎
慊
堂
』
一
三
四
頁
）
と
い
う
。
文
政
七
年
十
二
月
十

一
日
、
橋
爪
が
掛
川
へ
赴
任
す
る
の
を
慊
堂
は
掛
川
駅
ま
で
見
送
り
、
送
別
の
詩

の
中
で
慊
堂
は
自
ら
を
「
孤
臣
」「
知
音
少
し
」
と
詠
ん
だ
り
、
掛
川
に
行
っ
た
後

の
橋
爪
と
も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
橋
爪
と
意
見
を
同
じ
く
し
て

い
た
と
推
測
で
き
る
。 

一
方
、「

相
君
が
橋
爪
氏
に
与
う
る
書
に
致
す
所
の
強
弁
は
驚
く
べ
し
」
と
い

う
記
事
が
あ
る
よ
う
に
、
太
田
外
記
と
慊
堂
・
橋
爪
と
の
間
で
意
見
は
一
致
し
て

い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
外
記
が
ど
の
よ
う
な
意
見
を
持
っ
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、

慊
堂
と
し
て
は
筆
頭
重
役
と
い
う
べ
き
外
記
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
文
政

八
年
一
月
二
十
日
に
和
解
（
「
前
事
を
お
さ
む
」
）
し
、
二
月
六
日
夜
の
諌
艸
提
出

と
な
っ
た
。 

１
８
２
・
思
ひ
が
け
な
く
。 
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【
諸
橋
徹
次
著
『
大
漢
和
辞
典 

第
一
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
五
五
年
）

「
不
料
」
項
】 

１
８
３
・
筆
写
者
が
「
左
」
の
字
の
脇
に
「
カ
」
と
記
し
て
い
る
。
松
崎
慊
堂
の
「
故

掛
川
年
寄
雪
窓
四
宮
君
墓
表
」
や
『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典
』
は
「
四
宮
与
右
衛

門
」
と
し
て
い
る
。 

・
天
明
七
年
に
父
の
死
に
よ
り
五
百
石
を
相
続
。
は
じ
め
角
次
郎
、
仲
之
進
、
仲

右
衛
門
と
い
い
諱
は
成
房
。
側
用
人
、
用
人
、
番
頭
な
ど
を
経
て
享
和
元
年
（
一

八
〇
一
）
か
ら
年
寄
。
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
死
去
し
た
。 

【
前
掲
『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典 
第
四
巻
』
「
掛
川
藩
・
四
宮
与
右
衛
門
」
項
】 

 
 

・
諱
は
晴
成
、
通
称
は
与
右
衛
門
、
雪
窓
と
号
す
。
享
和
元
年
に
年
寄
と
な
り
、

資
愛
・
資
順
・
資
言
・
資
始
の
四
代
に
仕
え
、
長
く
江
戸
藩
邸
の
要
職
に
あ
っ
た
。

武
芸
、
和
歌
、
茶
道
な
ど
を
た
し
な
み
、
慊
堂
と
も
親
交
が
厚
か
っ
た
。 

【
（
前
掲
『
松
崎
慊
堂
全
集 

二
』
所
収
「
故
掛
川
年
寄
雪
窓
四
宮
君
墓
表
」

一
二
五
～
一
二
八
頁
】 

１
８
４
・
若
林
家
は
六
百
石
で
代
々
番
頭
、
家
老
、
年
寄
を
勤
め
た
。
左
忠
種
之
は
天

保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
死
去
し
た
。 

【
前
掲
『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典 

第
四
巻
』
「
掛
川
藩
・
若
林
直
記
」
項
】 

１
８
５
・
甲
賀
家
は
代
々
番
頭
、
年
寄
を
勤
め
た
。
杢
助
は
三
百
三
十
石
で
天
保

四
年
（
一
八
三
三
）
に
死
去
し
た
。 

 
 

 
 

【
同
右
書
「
掛
川
藩
・
甲
賀
左
右
馬
」
項
】 

１
８
６
・
年
寄
を
務
め
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
没
し
た
幸
右
衛
門
住
侯
か
。 

【
同
右
書
「
掛
川
藩
・
福
島
平
作
」
項
】 

１
８
７
・
河
野
十
郎
右
衛
門
（
？
～
天
保
七
年
〈
一
八
三
六
〉
）
。
諱
は
通
明
。
は
じ
め

九
郎
次
郎
、
加
右
衛
門
と
称
し
た
。
父
の
加
右
衛
門
通
模
が
文
化
十
年
に
隠
居
し

た
た
め
跡
式
千
石
を
継
ぎ
格
式
番
頭
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
掛
川
勝
手
を
預
か
る
。

同
十
三
年
年
寄
見
習
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
年
寄
役
、
天
保
六
年
（
一
八
三

五
）
に
家
老
と
な
り
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
死
去
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
同
右
書
「
掛
川
藩
・
河
野
十
郎
右
衛
門
」
項
】 

 
 

・
太
田
外
記
以
下
河
野
十
郎
右
衛
門
ま
で
の
六
人
は
、
藩
の
年
寄
で
あ
ろ
う
。 
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（
ｗ

）
「
す
っ
と
」
仰
せ
付
け
ら
れ
る
よ
う
に 

此
御
書
は
後
世
に
も
残
候
間
、
右
様
に
急
度

き

っ

と

年 

月
姓
名
と
も
被
入
置
候
様

仕

度

つ
か
ま
つ
り
た
く

候
。 

右
之

通
と
お
り

に
而
御
主
意
相
達
候
。
く
れ
〳
〵

ぐ

れ

も
無
御
疑 

此
度
御
決
断
被
遊
早
々
被
仰
出

お
お
せ
だ
さ
れ

候
様
奉
願 

候
。
世
に
寸
善
尺
魔

１

８

８

と
申

諺
こ
と
わ
ざ

も
有
之
候
間
、
善
事 

は

速
す
み
や
か
に

に
取
行
候
は
ね
は ば

出
来
ぬ
も
の
に
て
御
坐 

候
。
夫 そ

れ

故
兼
而
御
読
み
被
遊
候
説 ぜ

い

苑 え
ん

１

８

９

に
も
、
周
武 

王
１

９

０

太
公
望

た
い
こ
う
ぼ
う

１

９

１

に
御

尋
た
ず
ね

に
天
下
何
事
か

尤
も
っ
と
も

不
吉
な
る 

も
の
そ ぞ

と
あ
り
し
時
、
太
公
望
留
善
不
祥

１

９

２

と

対
こ
た
え

ら 

れ
た
り
。
其 そ

の

意
は
善
事
と
し 知

り
な
か が

ら
そ
の
な
り 

留 と
め

置
く
ほ
と ど

の
事
な
し
と
也
。
右
故

返

々

か
え
す
が
え
す

も
此
事
御 

急
き ぎ

被
遊
候
様
申
上
候
。 

尚
又
此
義
御
本
心
兼
而
被
思
召
付

お
ぼ
し
め
し
つ
か
れ

候
間
、
す
つ
と 

被
仰
付
候
而
至
極
宜
敷

よ
ろ
し
く

御
坐
候
得
と ど

も
、
左 
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様
被
遊
か が

た
く
候
は
ゝ ば

、
外
記
へ
内
々
御
相
談
之
所
、 

義
理
之
当
否
は
尚 な

お

又
私
へ
も
御
意
御
坐
候
所
、
私 

も
御

尤
も
っ
と
も

千
万
と
奉
申
上
候
間
、
被
仰
出
候
と
申 

候
而
も
可
然

し
か
る
べ
く

候
。

乍
し
か
し

然
な
が
ら

御
独
断
を

以
も
っ
て

す
つ
と
被
仰 

出 だ
し

候
方
格
別
に
美
敷

う
つ
く
し
く

被
奉
存
候
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

復
又

白
も
う
す

１

９

３ 

１
８
８
・
世
の
中
は
、
よ
い
こ
と
に
は
妨
げ
が
多
く
て
成
り
が
た
い
た
と
え
。 

【
前
掲
『
角
川
漢
和
中
辞
典
』
「
寸
善
尺
魔
」
項
】 

１
８
９
・
『
説
苑
（
ぜ
い
え
ん
）
』
。
前
漢
の
劉

向
（
り
ゅ
う
き
ょ
う
）
編
の
故
事
説
話 

 

集
。
【
池
田
秀
三
訳
注
『
説
苑
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
九
年
）
一
三
頁
】 

１
９
０
・
周
の
文
王
の
誤
り
か
。
註
１
９
２
参
照
。 

１
９
１
・
初
め
渭
水
の
ほ
と
り
に
釣
糸
を
垂
れ
て
世
を
避
け
て
い
た
が
、
周
の
文

王
に
用
い
ら
れ
、
武
王
を
助
け
て
殷
を
滅
ぼ
し
た
。 

 
 

【
前
掲
『
広
辞
苑
』
「
太
公
望
」
項
」
】 

１
９
２
・
『
説
苑
』
に
は
「
留
善
不
祥
」
で
は
な
く
「
宿
善
不
祥
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

「
宿
善
」
は
、
善
事
を
直
ぐ
に
行
は
な
い
で
引
き
の
ば
す
こ
と
。
「
不
祥
」
は
縁

起
の
悪
い
こ
と
、
不
吉
な
こ
と
。
「
宿
善
不
祥
」
で
、
よ
い
こ
と
を
引
き
の
ば
す

の
は
縁
起
が
悪
い
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。 

【
橋
徹
次
著
『
大
漢
和
辞
典 

巻
三
』
（
大
修
刊
書
店
、
一
九
五
六
年
）
「
宿
善
」
項
】 

【
前
掲
『
広
辞
苑
』
「
不
祥
」
項
】 

・
『
説
苑
』
の
該
当
個
所
を
『
説
苑
纂
註
』
（
寛
政
六
年
〈
一
七
九
四
〉
、
尾
張
・
紀

徳
民
序
）
に
従
っ
て
読
み
下
す
と
以
下
の
通
り
。 

 



20 

 

文
王
、
呂
望
ニ
問
ヒ
テ
曰
ク
、
天
下
ヲ
為
（
お
さ
）
ム
ル
コ
ト
若
何
（
い
か

ん
）
。
対
（
こ
た
）
ヘ
テ
曰
ク
、
王
国
ハ
民
ヲ
富
マ
ス
、
覇
国
ハ
士
ヲ
富
マ
ス
、

僅
ニ
存
ス
ル
ノ
国
ハ
大
夫
ヲ
富
マ
ス
、
道
ヲ
亡
ス
ノ
国
ハ
倉
府
ヲ
富
マ
ス
。

是
ヲ
上
溢
フ
レ
下
漏
ル
ト
謂
フ
。
文
王
ノ
曰
、
善
シ
。
対
ヘ
テ
曰
ク
、
善
ヲ

宿
ル
ハ
不
祥
ナ
リ
ト
。
是
日
ヤ
其
ノ
倉
府
ヲ
発
（
ひ
ら
き
）
テ
以
テ
鰥
寡
孤

独
ヲ
振
（
ほ
ど
こ
）
ス
。 

 

 

現
代
語
訳
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

文
王
が
呂
望
（
太
公
望
）
に
「
天
下
を
治
め
る
に
は
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」
と
尋
ね
る
と
、
太
公
望
は
「
徳
の
あ
る
王
が
治
め
る
国
（
王
国
）
は
民
衆
を

富
ま
せ
、
諸
侯
の
旗
頭
と
な
る
よ
う
な
国
（
覇
国
）
は
官
吏
を
富
ま
し
、
何
と
か

存
続
し
て
い
る
よ
う
な
国
は
貴
族
を
富
ま
せ
、
人
の
行
う
べ
き
道
を
行
わ
な
い
国

は
（
国
の
）
倉
庫
を
富
ま
し
ま
す
。
こ
れ
を
上
か
ら
は
溢
れ
下
か
ら
は
漏
れ
る
と

い
い
ま
す
」
と
答
え
た
。 

文
王
が
「
わ
か
っ
た
」
と
言
う
と
、
太
公
望
は
「
善
い
こ
と
を
す
ぐ
に
実
行
し

な
い
の
は
縁
起
の
悪
い
こ
と
で
す
」
と
話
し
た
。
文
王
は
そ
の
日
の
う
ち
に
倉
庫

を
開
け
て
鰥
寡
孤
独
（
老
い
て
妻
の
な
い
夫
、
老
い
て
夫
の
な
い
妻
、
み
な
し
ご
、

子
の
な
い
老
人
な
ど
身
寄
り
の
な
い
者
）
に
施
し
を
行
っ
た
、 

 
 

 
 

【
『
説
苑
纂
註 

巻
之
七
』
：
人
文
学
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
共
同
利
用
セ
ン
タ
ー

『
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
』
収
載
】 

 

ま
と
め―

『
諌
艸
』
の
背
景 

 

掛
川
藩
主
太
田
資
言
が
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
、
参
勤
交
代
で
赴
い
た
掛
川
で
、
三

十
二
歳
の
若
さ
で
急
死
す
る
と
、
仮
養
子
だ
っ
た
堀
田
丈
三
郎
（
近
江
宮
川
藩
主
堀
田

正
穀
の
三
男
）
が
太
田
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
資
始
と
名
乗
り
ま
し
た
。
太
田
家
は
江

戸
城
を
築
い
た
太
田
道
灌
の
男
系
子
孫
が
続
い
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
こ
に
男
系
の
血

統
が
途
絶
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

仮
養
子
と
は
、
跡
継
ぎ
が
決
ま
っ
て
い
な
い
藩
主
が
参
勤
交
代
な
ど
で
江
戸
を
離
れ

る
と
き
、
万
一
の
事
態
に
備
え
て
跡
継
ぎ
の
候
補
者
を
幕
府
に
届
け
る
制
度
（
註
２
３
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参
照
）
。
太
田
家
に
は
五
千
石
の
旗
本
の
分
家
（
以
下
、
内
蔵
頭
家
と
記
す
）
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
姻
戚
で
あ
る
松
平
乗
友
（
大
隅
入
道
）
の
行
跡
に
不
安
が
あ
る
（
註

３
９
参
照
）
な
ど
、
資
言
に
と
っ
て
内
蔵
頭
家
は
あ
ま
り
近
付
け
た
く
な
い
存
在
で
し

た
。 

 

参
勤
交
代
前
、
資
言
は
た
ま
た
ま
江
戸
城
中
で
堀
田
正
穀
か
ら
仮
養
子
の
話
を
持
ち

掛
け
ら
れ
、
丈
三
郎
を
気
に
入
っ
た
こ
と
か
ら
仮
養
子
と
し
た
の
で
す
。
三
十
代
前
半

の
資
言
は
ま
だ
男
子
を
も
う
け
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
し
て
や
自
分
が
死
ん
で
し
ま
う

な
ど
と
は
考
え
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
丈
三
郎
を
仮
養
子
に
し
た
も
の
の
、
本
気
で
跡

継
ぎ
に
し
よ
う
と
い
う
気
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
資
言

の
突
然
死
去
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
資
始
は
ハ
プ
ニ
ン
グ
的
に
太
田
家
を
継
い
だ
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 

資
始
が
太
田
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
内
蔵
頭
家
の
家
中
に
は
「
戦
国
時
代
の
亡
国

の
浪
人
の
心
持
ち
」
と
い
っ
た
不
満
の
声
が
あ
り
、
江
戸
の
庶
民
の
間
で
は
「
堀
田
様

は
張
り
あ
て
ら
れ
た…

」（
堀
田
様
は
賭
け
に
勝
っ
た
）
と
、
一
万
石
三
千
石
の
宮
川
藩

主
の
三
男
が
五
万
石
の
掛
川
藩
主
に
な
っ
た
こ
と
を
揶
揄
す
る
戯
れ
歌
も
聞
か
れ
ま
し

た
。
太
田
家
の
祖
先
の
道
灌
は
、
江
戸
城
の
築
城
や
山
吹
の
説
話
を
通
じ
て
、
江
戸
の

庶
民
に
も
知
ら
れ
て
い
た
（
註
１
７
参
照
）
こ
と
か
ら
、
道
灌
の
血
統
で
は
な
い
資
始

が
太
田
家
を
相
続
し
た
こ
と
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

掛
川
藩
内
で
は
当
初
は
目
立
っ
た
反
発
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
資
始
が

藩
主
と
な
っ
て
か
ら
は
領
内
で
天
災
が
相
次
ぎ
ま
し
た
（
註
５
５
参
照
）
。
文
化
十
四
年

（
一
八
一
七
）
に
資
始
が
掛
川
に
初
入
部
し
た
と
き
、
御
殿
の
縁
の
下
か
ら
呪
い
の
人

形
が
見
つ
か
っ
た
の
は
、
資
始
に
対
す
る
強
い
不
満
を
持
つ
者
が
城
内
に
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。 

「
堀
田
様
は
張
り
あ
て
ら
れ
た…

」
と
い
っ
た
世
評
に
も
影
響
さ
れ
、
天
災
が
続
く

の
は
他
姓
か
ら
の
養
子
で
あ
る
資
始
に
原
因
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
迷
信
を
信
じ
た
者

の
仕
業
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

資
始
は
そ
の
後
、
資
言
の
娘
の
條
と
結
婚
し
、
幕
閣
で
は
奏
者
番
、
寺
社
奉
行
と
順

調
に
出
世
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
正
室
の
條
は
癇
性
を
患
い
、
資
始
が
側
室
と
の
間

に
も
う
け
た
女
子
が
相
次
い
で
夭
折
す
る
と
い
う
不
幸
が
相
次
ぎ
ま
す
。
領
内
は
引
き

続
き
天
災
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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條
の
母
の
見
修
院
ら
は
こ
れ
を
憂
い
、
迷
信
に
走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
太
田
資

愛
の
息
子
の
資
武
、
資
順
、
資
言
が
い
ず
れ
も
若
く
し
て
死
去
し
た
り
、
資
始
に
跡
継

ぎ
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
條
が
癇
性
に
な
る
な
ど
不
幸
が
相
次
ぐ
の
は
、
戦
国
時
代
に

無
念
の
死
を
遂
げ
た
太
田
駒
千
代
の
祟
り
だ
と
信
じ
込
ん
だ
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
奥
向
き
の
雰
囲
気
が
影
響
し
て
か
、
資
始
は
「
我
等
養
子
故
（
私
は
養

子
だ
か
ら
）
」
と
い
う
引
け
目
を
正
室
や
重
役
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
藩
政
を
指
導
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
ま
た
、
幕
閣
で
の
出
世
も
お
ぼ

つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

一
方
、
内
蔵
頭
家
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
資
言
が
懸
念
し
て
い
た
松
平
乗
友
は
文
政
七

年
（
一
八
二
四
）
に
死
去
（
註
３
９
参
照
）
し
て
、
同
家
か
ら
養
子
を
迎
え
る
こ
と
を

拒
む
理
由
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
内
蔵
頭
の
娘
の
加
久
は
将
軍
家
斉
の
寵
愛
を
受
け
て

い
た
（
同
五
年
と
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
娘
〈
と
も
に
夭
折
〉
を
産
む
、
註
３
７
参
照
）
こ

と
も
、
同
家
か
ら
養
子
を
迎
え
れ
ば
、
将
軍
と
の
距
離
が
近
く
な
り
、
資
始
の
幕
閣
で

の
出
世
も
一
層
順
調
に
な
る
と
い
う
目
論
見
が
、
藩
の
重
役
ら
の
間
に
あ
っ
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

慊
堂
が
太
田
外
記
ら
と
打
ち
合
わ
せ
た
（
註
１
８
１
参
照
）
上
で 
文
政
八
年
に
『
慊

堂
諌
艸
』
を
書
い
た
の
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

慊
堂
に
し
て
み
れ
ば
、
他
姓
の
者
が
跡
を
継
ぐ
と
い
う
の
は
信
奉
す
る
儒
学
の
考
え

と
は
異
な
る
た
め
、
こ
れ
を
改
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
抱
い
て
い
て
、
ま
た
、
気
弱

に
な
っ
て
い
る
藩
主
に
藩
の
将
来
へ
の
不
安
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。 

さ
ら
に
、
資
順
・
資
言
が
藩
主
の
と
き
に
は
慊
堂
の
意
見
が
採
用
さ
れ
て
い
た
（
註

７
参
照
）
の
に
、
資
始
が
藩
主
に
な
っ
て
か
ら
は
、
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
鬱
屈

が
あ
っ
た
の
で
、『
諌
艸
』
を
契
機
に
自
ら
の
意
見
が
再
び
藩
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
と
も
想
像
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
『
慊
堂
諌
艸
』
を
受
け
た
資
始
の
反
応
は
、『
慊
堂
日
暦
』
文
政
八
年
二
月
五
日

条
の
次
（
前
掲
『
慊
堂
日
暦 

１
』
）
に
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
君
は
紀
姓
を
以
て
入
っ
て
こ
れ
を
継
ぐ
。
初
め
余
は
白
事
を
列
ね
ん
と
欲
し
て
、

因
循
し
て
達
せ
ず
。
こ
の
夜
〔
二
月
六
日
〕
、
閑
を
乞
う
て
進
説
す
。
君
は
霽
容
引

納
す
。
そ
の
喜
び
は
見
る
べ
き
な
り
。 
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「
霽
」
は
「
は
れ
る
」
「
心
が
さ
っ
ぱ
り
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
（
前
掲
『
角
川
漢
和

中
辞
典
』「
霽
」
項
）
で
す
か
ら
、
資
始
は
快
く
受
け
入
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

同
十
六
日
に
は
再
び
慊

堂
と
会
い
、
資
始
と
正

室
と
の
間
に
男
子
が
で
き
た
場
合
、

内
蔵
頭
家
か
ら
迎
え
る
養
子
の
順
養
子
に
す
れ
ば
よ
い
と
す
る
『
諌
艸
』
の
記
述
に
つ

い
て
、
資
始
は
「
（
結
局
は
）
我
が
子
を
跡
継
ぎ
と
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
個
所

を
削
除
す
べ
き
だ
」
と
の
考
え
を
示
し
て
い
ま
す
（
註
１
７
３
参
照
）
。 

こ
の
よ
う
に
『
慊
堂
諌
艸
』
を
快
く
受
け
入
れ
、
さ
ら
に
そ
の
趣
旨
を
徹
底
さ
せ
る

意
向
を
慊
堂
に
示
し
た
資
始
で
す
が
、
内
蔵
頭
家
か
ら
養
子
を
迎
え
る
と
い
う
意
思
表

示
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
文
政
十
年
に
條
と
の
間
に
生
ま
れ
た
男
子
（
後
の
資
功
）

が
跡
継
ぎ
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
間
に
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を

改
め
て
『
慊
堂
先
生
語
録
』
を
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
了
） 

 

〔
訂
正
〕 

① 

『
慊
堂
諌
艸
』
註
釈
（
一
）
４
頁
の
「
旗
本
（
五
千
石
）
太
田
氏
略
系
図
」
の
「
（
松

平
）
乗
安
」
を
「
（
松
平
）
乗
友
」
に
訂
正
。 

『
慊
堂
諌
艸
』
註
釈
（
三
）
の
註
８
６
を
、
以
下
の
よ
う
に
訂
正
し
ま
す
。 

② 

８
６
・
袴
田
鷹
邨
著
『
掛
川
城
略
年
譜 

未
定
稿
』
は
、
資
言
が
死
去
し
た
頃
の
重

臣
を
記
し
て
い
て
、
中
村
彦
右
衛
門
は
「
御
用
人 

二
百
石
」
と
あ
る
。 

【
袴
田
鷹
邨
著
『
掛
川
城
略
年
譜 

未
定
稿
』
（
袴
田
鷹
邨
、
一
九
六
一
年
）
五
三
頁
】  


